
同
志
社
夫
学
国
文
学
会
ｏ
報

昭
和
四
十
六
年
度
国
文
学
会
役
員

　
会
　
　
長

　
常
任
委
員
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
　
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
　
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
田

　
評
議
員
　
　
　
　
　
　
　
二
十
八
名

　
会
計
監
査
　
　
　
　
　
　
　
宮
下

昭
和
四
十
六
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

武公貴正隆

　
　
土

浩
、
小

人
、
広

敏
、
壬

一
、
江

重
、
広

行
、
沢

夫
、
浅

橋
森生野田井野

〈
旧
語
教
育
研
究
会
（
六
月
二
十
目
・
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
）
Ｖ

啓勝博幸道敏

寛功美幸治収夫彦

　
国
語
科
に
お
け
る
公
害
教
育
　
　
　
壁
江
美
沙
子
（
彦
根
南
中
）

　
民
話
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
木
　
正
　
呪
（
和
歌
山
石
垣
小
）

　
文
学
教
育
ー
オ
ッ
ペ
ル
と
象
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
昌
孝
（
同
志
社
香
里
高
）

　
総
括
－
国
語
教
育
の
問
趣
点
　
　
徳
永
光
次
郎
（
桃
山
学
院
高
）

〈
総
会
、
研
究
発
表
会
（
十
一
月
二
十
一
日
・
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
）
〉

　
文
学
教
育
－
ガ
ル
シ
ン
の
「
信
号
」

　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
｝
典
　
子
（
京
都
府
大
宮
中
、
五
十
川
分
校
）

　
漢
語
と
和
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
　
野
　
敏
　
彦
（
院
修
了
生
）

　
紫
式
部
と
道
長
夫
妻
と
の
交
情
　
　
南
　
波
　
　
　
浩
（
教
授
）

昭
和
四
十
五
年
度
卒
業
論
文
題
目

　
　
〈
古
代
又
学
前
期
〉

防
人
歌
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
　
川
　
む
　
っ

山
上
憶
良
－
万
葉
歌
人
と
し
て
の
特
異
性
－
　
　
占
賀
康
子

防
人
歌
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
久
保
紀
子

額
田
王
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
　
田
　
啓
　
子

山
部
赤
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
原
　
裕
　
子

上
代
人
の
他
界
観
　
　
　
　
　
　
　
／
／
洋
子

額
田
王
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
安
子

万
葉
集
東
歌
１
そ
の
民
謡
性
と
仔
情
僧
の
考
察
－
　
　
　
　
柳
　
正
　
子

人
麻
呂
挽
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
采
　
野
　
吉
　
貝

虫
麻
呂
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
美
保

霊
異
記
説
話
に
っ
い
て
ー
説
話
文
学
の
成
立
と
方
法
・
序
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
井
幸
雄

閨
造
り
英
雄
の
神
話
－
古
事
記
の
オ
ホ
ナ
ム
チ
物
語
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒
井
不
　
弘

九
九



　
　
〈
市
代
文
学
後
期
Ｖ

紫
式
部
日
記
－
紫
式
部
の
文
学
に
つ
い
て
１
　
　
１
木
村
楊
子

伊
勢
物
語
「
恋
愛
に
お
け
る
昔
男
の
姿
」
　
　
．
吉
沢
春
子

源
氏
物
語
「
明
石
の
上
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
真
喜
子

和
泉
式
部
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
輝
　
子

更
級
日
記
に
見
え
る
作
者
の
自
画
像
－
浪
漫
的
精
神
と
そ
の
崩
壊
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
裕
子

枕
草
子
に
み
る
美
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
　
鉢
　
呪
　
英

宇
治
の
大
君
－
男
性
拒
否
の
心
情
に
つ
い
て
１
　
　
　
高
　
艮
　
　
瞳

紫
式
部
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
畑
　
　
宏

浮
舟
論
－
入
水
と
出
家
の
持
つ
意
味
－
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
久
　
恵

浮
舟
論
－
出
家
に
至
る
過
程
－
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
耶
子

「
紫
式
部
集
」
の
世
界
１
「
紫
式
部
論
」
構
築
の
一
試
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
　
昭

「
柏
木
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
　
智
　
佳
　
子

「
理
想
像
と
し
て
の
紫
の
上
と
そ
の
死
」
１
「
源
氏
物
語
」
よ
り
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
田
庸
　
子

竹
取
物
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
川
　
知
　
枝

藤
壷
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
栄
子

伊
勢
物
語
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾
　
川
　
　
　
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

「
和
泉
式
部
日
記
」
を
通
し
て
み
る
和
泉
式
部
の
女
性
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
田
明
子

「
か
げ
ろ
ふ
目
記
」
１
は
か
な
し
の
世
界
と
そ
こ
に
み
ら
れ
る
不
幸
の

原
因
に
つ
い
て
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
代
万
寿
美

竹
取
物
語
論
ー
そ
の
文
学
的
虚
構
を
中
心
に
　
　
釘
宮
照
代

孝
標
女
と
「
更
級
日
記
」
１
夢
に
っ
い
て
の
一
考
察
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
山
　
キ
ノ
エ

若
菜
巻
私
解
－
悲
劇
の
構
造
と
意
味
に
っ
い
て
ー
　
　
小
　
堀
　
修
　
一

「
婿
蛤
日
記
」
の
一
考
察
－
執
筆
の
必
然
性
－
　
小
林
英
子

竹
取
物
語
論
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
孝
子

橋
姫
物
語
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
仁
司

紫
式
部
「
源
氏
物
語
」
著
作
動
機
に
つ
い
て
　
　
　
　
藤
　
川
　
睦
　
子

「
靖
蛤
日
記
」
に
み
え
る
愛
と
慎
悩
－
創
造
的
文
芸
性
の
一
面
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
真
知
子

蜻
蛤
日
記
成
立
の
契
機
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
林
田
久
美
子

源
氏
物
語
「
紫
上
」
・
１
理
想
性
の
崩
壊
－
　
　
　
阿
部
美
津
江

　
　
く
中
世
文
学
Ｖ

「
保
元
物
語
」
と
「
平
治
物
語
」
ー
そ
の
相
違
に
つ
い
て
－
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
村
雅
　
子

承
久
記
諸
本
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
黒
川
七
絵



「
徒
然
草
」
に
お
け
る
兼
好
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
中
美
知
子

中
世
文
学
に
表
わ
れ
た
義
経
伝
説
に
つ
い
て
　
　
　
　
福
永
豊
　
子

御
伽
草
子
－
文
正
草
子
を
軸
に
中
世
商
人
の
生
き
方
追
求
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
里
芙
美
子

西
行
－
そ
の
文
学
と
宗
教
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
紀
美
子

「
徒
然
草
」
に
見
た
る
隠
者
と
し
て
の
兼
好
　
　
　
　
古
　
野
　
啓
　
子

「
つ
れ
づ
れ
草
」
の
美
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
恭
　
子

平
家
物
語
に
お
け
る
清
盛
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
ま
さ
子

”
「
平
家
物
語
」
は
な
ぜ
国
民
愛
謡
の
古
典
に
な
り
え
た
か
〃
に
っ
い
て

の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山

つ
れ
づ
れ
草
の
「
笑
い
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
岸
戸

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
　
林

「
御
伽
草
子
」
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
村

徒
然
草
に
お
け
る
説
話
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
西
　
山

徒
然
草
！
兼
好
と
人
間
杜
会
－
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎

謡
曲
文
学
ｉ
平
家
物
語
に
み
ら
れ
る
世
阿
弥
の
思
想
－
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
　
戸

世
阿
弥
の
能
に
お
け
る
美
意
識
－
和
歌
を
中
心
と
し
て
の
考
察
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
山

平
家
物
語
に
み
る
人
間
的
感
情
の
一
面
　
　
　
　
　
　
諏
　
訪

常由真洋要陽幸

子子弓正子子委子子

「
平
家
物
語
」
の
説
話
的
展
開
－
浄
土
教
と
の
関
係
で
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
忠
宏

平
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
な
を
み

平
家
物
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
　
川
　
俊
　
子

中
世
説
話
文
学
に
お
け
る
民
衆
の
イ
メ
ー
ジ
　
　
　
　
汐
　
瀬
　
明
　
夫

「
平
家
物
語
」
に
お
け
る
武
将
像
－
義
仲
と
義
経
－
宇
津
恵
美
子

　
　
く
近
世
文
学
Ｖ

「
好
色
一
代
女
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
有
計
芳
子

好
色
五
人
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
真
理
子

「
曽
根
崎
心
中
」
と
「
心
中
天
網
島
」
　
　
　
　
　
　
、
長
谷
川
邦
子

「
好
色
一
代
女
」
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
　
部
　
広
　
美

「
好
色
五
人
女
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
　
加
　
英
　
子

「
女
殺
油
地
獄
」
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
野
ひ
ろ
子

「
好
色
一
代
男
」
論
　
　
　
　
　
　
太
井
俊
彦

西
鶴
の
方
法
１
「
諸
国
ば
な
し
」
、
「
懐
硯
」
に
関
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
沢
節
子

蕉
風
俳
諸
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
瀬
崎
意
子

「
好
色
五
人
女
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渚
　
水
　
博
　
子

心
中
天
の
網
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
　
田
　
優
　
子

心
中
天
網
島
　
　
　
　
　
　
塩
　
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



西
鶴
に
於
け
る
咄
の
方
法
、
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
塩

雨
月
物
語
の
怪
異
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴

近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
－
心
中
物
に
お
け
る
悲
劇
の
方
法
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹

雨
月
物
語
の
特
質

「
武
道
伝
来
記
」
に
み
る
西
鶴
の
方
法

芭
蕉
紀
行
文
の
芸
術
性

好
色
五
人
女

近
松
門
左
衛
門
と
「
心
中
天
の
網
島
」

「
世
問
胸
算
用
」
に
お
け
る
笑
い

芭
蕉
の
芸
術
生
涯

蕉
村
論

「
好
色
一
代
男
」
論

芭
蕉
に
お
け
る
無
常
感
の
成
立
と
展
開

松
尾
芭
蕉
論

　
　
く
近
現
代
文
学
Ｖ

太
宰
文
学
を
支
え
る
倫
理

織
田
作
之
助
文
学
論

橿
井
基
次
郎
１
そ
の
短
編
の
世
界
－

島
崎
藤
村
論
－
新
生
を
中
心
に
ー

巽

卜
一

山山吉芳

田
木

淵田
田本江木

貞直
典

悦

源
嶋
真

喜
　
田

松
　
井

佐
　
藤

沢
　
野

岳節健

　
一

時秀泰伎
口

雄健美子子治成子憲郎子幸憲志

柿
本
佳
代
子

新
金
隆
夫

後
藤
和
子

平
山
美
重
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

坂
口
安
吾
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
千
世

三
島
由
紀
夫
論
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
憲
一

「
有
島
武
郎
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
松
み
や
子

井
上
靖
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
恭
　
正

恭
次
郎
と
ダ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
岩
田
明
文

深
沢
七
郎
論
－
人
問
の
原
点
を
探
る
文
学
に
つ
い
て
１

志
賀
直
哉

幸
田
露
伴
－
そ
の
孤
高
性

「
聖
家
族
」
の
成
立
と
、
こ
れ
に
レ
イ
モ
ン
ラ
デ
イ
ゲ

の
あ
た
え
た
影
響

破
戒
成
立
の
諸
問
題
－
緑
葉
集
か
ら
破
戒
へ

高
見
順
論
ー
そ
の
作
家
的
出
発
を
め
ぐ
っ
て

三
島
由
紀
夫
に
お
け
る
文
学
の
意
味

戦
後
の
伊
藤
整

宮
沢
賢
治
論
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
を
中
心
に

河木前的壬溝永永

野村山１刀生尻松田

能
勢
洋

宏容幸俊博洋忠範

　
一

美子子夫幸明子子郎

大
江
健
三
郎
論
－
現
代
に
お
け
る
人
間
の
生
き
方
の
追
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
美
和
子

中
野
重
治
－
「
村
の
家
」
か
ら
「
梨
の
花
」
へ
　
　
　
田
　
口
　
明
　
子

「
他
人
の
顔
」
論
　
　
　
　
　
、
　
高
橋
敏
子



芥
川
龍
之
介
倫
－
私
小
説
へ
の
傾
斜
　
　
　
　
　
　
常
田
み
ち
子

中
原
中
也
論
ｉ
「
在
り
し
日
」
を
追
っ
て
　
　
　
　
　
辻
　
　
　
和
　
江

有
島
武
郎
の
重
話
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
飼
　
恵
　
子

三
好
達
治
詩
研
究
－
三
好
達
治
の
詩
作
上
に
底
流
す
る
「
思
想
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
辺
　
　
均

坂
口
安
吾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
奏
鳴
美

舟
橋
文
学
－
感
性
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萬
　
　
待
　
子

夏
目
漱
石
－
前
期
文
学
の
意
義
　
　
　
　
　
　
吉
田
久
美
子

坂
口
安
吾
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
則
　
子

北
村
透
谷
小
論
－
文
学
の
自
律
性
に
向
っ
て
　
　
　
飴
　
谷
厚
　
子

武
田
泰
淳
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
田
　
裕
　
規

三
島
由
紀
夫
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
　
辻
　
　
誠

田
宮
虎
彦
－
人
と
作
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
俊
　
広

高
村
光
太
郎
の
生
涯
－
人
と
作
晶
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
木
　
　
　
秀

プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
文
学
と
亀
井
勝
一
郎
　
　
　
　
　
　
松
　
島
　
繁
　
行

萩
原
朔
太
郎
論
－
「
無
用
の
人
」
朔
太
郎
　
　
　
　
　
佐
伯
　
信
　
子

中
野
重
治
論
－
そ
の
創
作
主
体
の
回
復
　
　
　
　
　
佐
々
木
睦

　
　
く
国
語
学
Ｖ

「
宮
古
島
方
言
」
の
言
語
地
理
学
に
よ
る
一
考
察
　
　
池
村
美
知
子

雅
俗
折
衷
体
の
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
口
　
幸
　
子

「
あ
ぐ
ら
を
か
く
、
そ
の
他
の
語
」

中
世
軍
記
物
語
の
擬
音
語
、
擬
容
語

の
言
語
地
理
学
的
考
察

　
　
　
　
　
　
奥

　
　
　
　
　
　
大

岩

里
信

恵久

　
　
　
　
編
集
後
記

　
第
七
号
は
全
体
と
し
て
比
較
的
若
い
泄
代
の
人
た
ち
の
清
新
な
論
又
集
と
な

っ
た
。
そ
の
内
わ
け
は
、
古
代
前
期
一
篇
、
古
代
後
期
一
篇
、
近
現
代
三
篇
、

近
代
文
学
研
究
資
料
一
篇
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
高
良
瞳
さ
ん
の
は
、
四
十
五
年

度
の
卒
業
論
又
を
圧
縮
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
号
か
ら
続
い
て
き
た
安
永
教
授

の
「
戦
時
下
の
父
学
」
と
題
す
る
論
稿
は
、
終
っ
た
の
で
は
な
く
、
次
号
か
ら

ま
た
引
き
続
い
て
掲
載
の
予
定
で
あ
る
。
ご
期
待
を
乞
う
。

　
大
学
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
文
学
研
究
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
何
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
研
先
を
す
べ
き
か
、
今
日
の
歴
史
社
会
の
条
件
が
衷
請
し
て

い
る
問
題
意
織
を
見
究
め
っ
っ
、
ね
ば
り
強
い
追
究
の
中
で
、
創
造
活
動
の
よ

き
成
果
を
期
し
た
い
。

　
こ
の
機
関
誌
が
ど
の
よ
う
な
歩
み
を
っ
づ
け
る
か
は
、
一
に
若
い
人
び
と
の

肩
に
か
か
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
精
進
と
協
力
と
を
期
待
し
た
い
。
　
（
南
波
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三




